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──周作クラブ会報──

◆
２
０
１
１
年
度

　

上
智
大
学
神
学
講
座
︵
夜
間
課
程
︶

　

社
会
人
講
座
︵
後
期
︶
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ　

	

キ
リ
ス
ト
教
文
学　

遠
藤
周
作
の

場
合
―
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
を

求
め
て
―

日　

時　

	

10
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

（
各
金
曜
日
）

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

場　

所　

上
智
大
学　
（
東
京
・
四
谷
）

講　

師　

	

兼
子
盾
夫　

横
浜
女
子
短
期
大
学

元
教
授
（
周
作
ク
ラ
ブ
会
員
）

受
講
料　

８
０
０
０
円	

申
込
み　

	

上
智
大
学
公
開
学
習
セ
ン
タ
ー
・

神
学
講
座
係

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
３
８-

３
５
５
１

　
　
　
　

	

9
月
16
日(

金)

ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内　

容　

	

遠
藤
周
作
の
作
品
に
は
、
分
か
り

や
す
い
文
章
の
中
に
キ
リ
ス
ト
教

的
暗
喩
や
象
徴
が
潜
む
。
遠
藤
が

仕
掛
け
た
そ
れ
ら
を
読
み
解
き
、

真
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
探
る
。

◆
「
お
バ
カ
さ
ん
」
が
遺
し
た
も
の
︱

�

Ｇ
・
ネ
ラ
ン
神
父
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日　

時	

９
月
24
日
（
土
）

	
	
	
	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所	

真
生
会
館

	
	
	
	

（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
徒
歩
１
分
）

パ
ネ
ラ
ー	

進
藤
重
光
、
山
内
継
祐
、
山
根

道
公
、（
司
会
…
オ
リ
ビ
エ
・
シ
ェ

ガ
レ
）

会　

費	
５
０
０
円

内　

容	
遠
藤
周
作
「
お
バ
カ
さ
ん
」
の
モ

デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
ネ
ラ
ン
神

父
の
業
績
を
思
い
起
こ
し
な
が

ら
、
ネ
ラ
ン
神
父
が
日
本
に
お
い

て
目
指
し
た
も
の
を
考
え
ま
す
。

問
合
せ	

真
生
会
館

	
	
	
	

 

０
３-

３
３
５
１-
７
１
２
１

◆
２
０
１
１
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・�

全
国
大

会
の
お
知
ら
せ

	

今
年
度
の
遠
藤
周
作
学
会
の
全
国
大
会
が

９
月
17
日
（
土
）
13
時
よ
り
下
関
の
梅
光

学
院
大
学
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
研
究

発
表
は
岩
﨑
里
奈
「
遠
藤
周
作
『
鉄
の
首

枷　

小
西
行
長
伝
』
論
―
小
西
行
長
の
信

仰
」、
太
原
正
裕
「
二
つ
の
原
罪
を
共
視

し
た
遠
藤
周
作
―	

『
心
の
台
本
』
と
日
本

神
話
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
福
田
耕
介

「
ア
ニ
エ
ス
・
ヴ
ァ
ル
ダ
の
『
幸
福
』
を

観
る
遠
藤
周
作
」、講
演
は
佐
藤
泰
正
「
闘

う
作
家
遠
藤
周
作
を
め
ぐ
っ
て
」
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。聴
講
は
無
料
で
す
の
で
、

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

�

「
遠
藤
周
作『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』を
読
む
」

日　

時	

９
月
10
日
、
10
月
８
日
、

	
	
	
	

11
月
12
日
、
12
月
10
日
（
土
）

	
	
	
	

15
時
20
分
～
16
時
50
分

	
	
	
	

（
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
込
み
の
際
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

場　

所	

幼
き
イ
エ
ス
会

	
	
	
	

（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

	
	
	
	

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講　

師	

山
根
道
公

受
講
料	

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
部

	
	
	
	

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

	
	
	
	

	kazehensyuusitu@
yahoo.co.jp

内　

容	

遠
藤
周
作
の
生
涯
と
も
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、『
キ
リ
ス
ト
の
誕

生
』
を
読
み
解
き
、
弱
い
弟
子
た

ち
を
変
え
て
い
く
永
遠
の
同
伴
者

キ
リ
ス
ト
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
第
15
回
「
上
手
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
木

の
会
の
作
品
展
」

期　

日	
11
月
14
日（
月
）～
11
月
19
日（
土
）

時　

間	

11
時
～
19
時

	
	
	
	

但
し
最
終
日
は
17
時
終
了

会　

場	

地
球
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

	
	
	
	

中
央
区
銀
座
8
─

8
─

6
	

ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
44
号

	

２
０
１
１
年
８
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
太
原
正
裕（
HP
）

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

◆
編
集
後
記

▼
巻
頭
は
総
会
と
「
周
作
忌
」
の
お
知
ら
せ
で
す
。

遠
藤
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
15
年
の
経
っ
た
と
は

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。如
水
会
館
で
の
周
作
忌
も
す
っ

か
り
定
着
し
、
毎
年
１
５
０
名
前
後
の
方
々
が
集

い
ま
す
。
旧
交
を
温
め
る
古
い
友
だ
ち
と
の
再
会

が
あ
っ
た
り
、
遠
藤
文
学
を
愛
す
る
人
同
士
の
新

し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
り
…
…
。
は
じ
め
て
の
方

も
遠
慮
な
さ
ら
ず
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
50
年
前
に
書
か
れ
た
遠
藤
先
生
の
エ
ッ
セ
イ「
横

浜
と
リ
ヨ
ン
」、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
に
続
く
金
子
コ
ウ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
が
、
横
浜

正
金
銀
行
と
永
井
荷
風
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
横
浜

と
リ
ヨ
ン
と
遠
藤
周
作
の
関
係
を
「
発
掘
」
し
て

く
れ
て
お
り
ま
す
。

▼
山
根
道
公
さ
ん
に
は
、「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
遠

藤
周
作
」
に
つ
い
て
お
書
き
い
た
だ
く
予
定
で
し

た
が
、
急
遽
大
震
災
に
関
連
す
る
原
稿
と
な
り
ま

し
た
。
災
害
で
一
番
の
被
害
を
受
け
る
の
は
、
結

局
は
弱
者
で
す
。
遠
藤
先
生
か
ら
の
無
言
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
大
震
災
の
半
月
後
、
金
田
浩
一
呂
さ
ん
を
お

見
舞
し
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
た
の
が
、
最
期
に

な
り
ま
し
た
。ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
劔
）

金
田
浩
一
呂
氏
を
悼
む

　

本
誌
前
々
号
ま
で
、「
狐
狸
庵
先
生
・
遠

藤
周
作
氏
の
こ
と
」
と
い
う
愉
快
な
エ
ッ
セ

イ
を
３
年
間
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
く
れ
ま

し
た
金
田
さ
ん
が
、
６
月
20
日
に
腎
臓
ガ
ン

が
悪
化
し
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
金
田
さ
ん
は
、
夕
刊
フ
ジ
の
学
芸
部
長

と
し
て
、
ま
た
文
壇
に
お
け
る
名
物
文
芸
記

者
と
し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
先
生
と
も
親
し
く
、
馬
の
脚
の
役
で
樹

座
に
出
演
し
た
り
、
宇
宙
棋
院
の
幹
部
と
し

て
も
活
躍
し
続
け
ま
し
た
。　

―
―
合
掌




